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(57)【要約】
　本発明は、電気制御可能な光透過特性を有する複数の
ガラス板Ｖkの光の透過を制御するためのシステムであ
って、集合Ｘの部分集合Ｘiを形成する異なる空間領域
に対してそれぞれの光度を表す少なくとも１つの値を与
えて、Ｌの部分集合Ｌiが集合Ｘiと関連付けられる光度
マップＬを提供するための少なくとも１つの空間明るさ
センサと、ガラス板の各々のガラス板の光の透過を制御
するのに適したプログラムが記憶されたメモリ・ユニッ
トを含む制御ユニットとを含むシステムに関する。プロ
グラムは、光度マップＬからグレアの空間領域Ａjのマ
ップＡを定義すること、及び電気制御可能な光度を有す
る空間領域ＯmのマップＯを使用することができ、各々
の部分集合Ｏmは、電気制御可能な透過性を有するガラ
ス板Ｖkのうちの１つ以上と関連づけられており、プロ
グラムはさらに電気制御可能な光透過性を有するガラス
板の各々のガラス板の光の透過をＡ及びＯに従って制御
することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気制御可能な光透過特性を有する複数の活性窓Ｖkの光の透過を制御するためのシス
テム（１）であって、
　集合Ｘの部分集合Ｘiを形成する異なる空間領域に対して、明るさをそれぞれ表す少な
くとも１つの値を与えて、Ｌの部分集合Ｌiが前記部分集合Ｘiと関連付けられている明る
さのマッピングＬを提供するための少なくとも１つの空間明るさセンサと、
　前記複数の窓の各々の光の透過を制御することができるプログラムが記憶されたメモリ
を含む制御ユニットと、を含み、
　前記プログラムは、明るさの前記マッピングＬからグレアの空間領域Ａjのマッピング
Ａを定義すること、及び電気制御可能な明るさを有する空間領域ＯmのマッピングＯを使
用することができ、各々の部分集合Ｏmは前記複数の活性窓Ｖkのうちの１つ以上と関連づ
けられており、
　前記プログラムはさらに、前記複数の活性窓Ｖkの各々の光の透過をＡ及びＯの関数と
して制御することができる、システム（１）。
【請求項２】
　前記集合Ａの前記部分集合Ａjは、強い明るさ、強いコントラスト、又は強い明るさ及
び強いコントラストを有する空間領域を表す値である、請求項１に記載のシステム（１）
。
【請求項３】
　強い明るさ、強いコントラスト、又は強い明るさ及び強いコントラストを有する前記空
間領域はそれぞれ、予め定められたか又は計算された同一の絶対基準レベルに関連して決
定される、請求項１又は２に記載のシステム（１）。
【請求項４】
　Ａの部分集合Ａjは、明るさを表す値が、明るさを表す予め定められた値又は計算値で
あるＬＩ以上である空間領域に対応する、請求項３に記載のシステム（１）。
【請求項５】
　Ａの部分集合Ａjは、隣接空間領域との明るさを表す値の比が、コントラストを表す予
め定められた値又は計算値であるＣＩ以上である空間領域に対応する、請求項３に記載の
システム（１）。
【請求項６】
　マッピングＯ及び部分集合Ｏiは、前記電気制御可能な活性窓の１つ以上によって明る
さが直接又は間接に制御される空間領域を表す、請求項１から５までのいずれか一項に記
載のシステム（１）。
【請求項７】
　前記プログラムは、各々の空間領域Ｏmの明るさを表す値、例えば各々の領域Ｏmのため
に各々の活性窓Ｖkに割り当てられた係数、に対する各々の活性窓Ｖkの相対的な影響に関
する情報の関数としても、前記複数の活性窓Ｖkの各々の光の透過を制御することができ
る、請求項１から６までのいずれか一項に記載のシステム（１）。
【請求項８】
　前記プログラムは前記情報を自動的に得ることができる、請求項７に記載のシステム（
１）。
【請求項９】
　前記情報は、前記活性窓Ｖkのうちの複数又は全ての窓の同時且つ非同期の変化によっ
て得られる、請求項８に記載のシステム（１）。
【請求項１０】
　前記非同期の変化は、時間的に異なる又はずれた所定の長さの周期で、前記活性窓Ｖk

の光の透過を周期的に変化させることにある、請求項９に記載のシステム（１）。
【請求項１１】
　前記活性窓Ｖkのうちの複数又は各々の窓が個別に制御される、請求項１から１０まで
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のいずれか一項に記載のシステム（１）。
【請求項１２】
　前記活性窓Ｖkは建造物の同一の部屋の窓であり、前記異なる空間領域は前記建造物の
前記部屋に関係している、請求項１から１１までのいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１３】
　電気制御可能な光透過特性を有する複数の活性窓Ｖkと、前記活性窓Ｖkの光の透過を制
御するためのシステムとを含む組立体であって、前記制御システムが請求項１から１２ま
でのいずれか一項に記載されたものである、組立体。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の組立体を含む建造物であって、前記組立体は例えば前記建造物の室
内に設けられている、建造物。
【請求項１５】
　電気制御可能な光透過特性を有する複数の活性窓Ｖkの光の透過を制御する方法であっ
て、
　集合Ｘの異なる空間領域Ｘiに対して、明るさをそれぞれ表す少なくとも１つの値Ｌi＝
Ｌ（Ｘi）を与えて、集合Ｌｉが前記集合Ｘiと関連付けられている明るさのマッピングＬ
を提供するために少なくとも１つの空間明るさセンサを使用する段階、
　明るさの前記マッピングＬからグレアの空間領域ＡjのマッピングＡを定義する段階、
及び、
　電気制御可能な明るさを有する空間領域ＯmのマッピングＯを使用する段階、を含んで
おり、各々の部分集合Ｏmは前記複数の活性窓Ｖkのうちの１つ以上と関連づけられており
、
　該方法はさらに、前記複数の活性窓Ｖkの各々の光の透過をＡ及びＯの関数として制御
する段階を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建造物内部の明るさを制御する分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建造物の壁は、夏期における建造物の加熱、及び冬期における冷却に関与する欠点を有
している。
【０００３】
　１９９０年代半ば以来、多種多様な断熱用の日照制御窓がガラス業界によって開発され
ている。現在市販されている「低放射率」又は「反射」膜によって、高レベルの断熱又は
日照防護を達成することができる。
【０００４】
　それでもなお、これらの窓は、温度・日照条件に適応できない固定的な特性を有する。
【０００５】
　電気制御可能な光透過性を有する壁がこの問題に対処する。
【０００６】
　いわゆる「インテリジェント・ガラス」窓の光学特性は、電気的に変更することができ
る。
【０００７】
　「窓からの不快なグレアに対する切替可能グレージングの影響（Effect of switchable
 glazing on discomfort glare from windows）」、（Building Environment 44 (2009) 
p. 1171-1180）と題する論文には、グレアを低減するためのエレクトロクロム窓の使用可
能性が論じられている。
【０００８】
　にもかかわらず、このような窓を備えた建造物の室内で使用者が被るグレアは現実の条
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件では常に満足できるほど低減されるわけではない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】「窓からの不快なグレアに対する切替可能グレージングの影響（Effect
 of switchable glazing on discomfort glare from windows）」、Building Environmen
t 44 (2009) p. 1171-1180
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の１つの目的は、建造物の窓を通る透過を制御して、窓を通過する光又は室内で
拡散又は反射された光から生じるグレアの良好な管理を保証するために、電気制御可能な
光透過性を有する複数の窓を制御するシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の１つの態様によれば、電気制御可能な光透過特性を有する複数の活性窓Ｖkの
光の透過を制御するためのシステムが、
　集合Ｘの部分集合Ｘiを形成する異なる空間領域に対して、明るさをそれぞれ表す少な
くとも１つの値を与えて、Ｌの部分集合Ｌiが集合Ｘiと関連付けられている明るさのマッ
ピングＬを提供するための少なくとも１つの空間明るさセンサと、
　複数の窓の各々の光の透過を制御することができるプログラムが記憶されたメモリを含
む制御ユニットと、を含み、
　前記プログラムは、明るさのマッピングＬからグレアの空間領域ＡjのマッピングＡを
定義すること、及び電気制御可能な明るさを有する空間領域ＯmのマッピングＯを使用す
ることができ、各々の部分集合Ｏmは複数の活性窓Ｖkのうちの１つ以上と関連づけられて
おり、
　プログラムはさらに、複数の活性窓Ｖkの各々の光の透過をＡ及びＯの関数として制御
することができる。
【００１２】
　特定の実施態様によれば、システムは下記特徴、即ち、
　集合Ａの部分集合Ａjは、強い明るさ、強いコントラスト、又は強い明るさ及び強いコ
ントラストを有する空間領域を表す値であること、
　強い明るさ、強いコントラスト、又は強い明るさ及び強いコントラストを有する空間領
域はそれぞれ、予め定められたか又は計算された同一の絶対基準レベルに関連して決定さ
れること、
　Ａの部分集合Ａjは、明るさを表す値が、明るさを表す予め定められた値又は計算値で
あるＬＩ以上である空間領域に対応すること、
　Ａの部分集合Ａjは、隣接空間領域との明るさを表す値の比が、コントラストを表す予
め定められた値又は計算値であるＣＩ以上である空間領域に対応すること、
　マッピングＯ及び部分集合Ｏiは、明るさが電気制御可能な活性窓の１つ以上によって
直接又は間接に制御される空間領域を表すこと、
　プログラムは、各々の空間領域Ｏmの明るさを表す値、例えば各々の領域Ｏmのために各
々の活性窓Ｖkに割り当てられた係数、に対する各々の活性窓Ｖkの相対的な影響に関する
情報の関数としても、複数の活性窓Ｖkの各々の光の透過を制御することができること、
　プログラムは情報を自動的に得ることができること、
　前記情報は、活性窓Ｖkのうちの複数又は全ての窓の同時且つ非同期の変化によって得
られること、
　非同期の変化は、時間的に異なる又はずれた所定の長さの周期で、活性窓Ｖkの光の透
過を周期的に変化させることにあること、
　活性窓Ｖkのうちの複数又は各々の窓が個別に制御されること、
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　活性窓Ｖkは建造物の同一の部屋の窓であり、異なる空間領域は建造物の部屋に関係し
ていること、
　のうちの１つ以上を、個別に又は技術的に可能な全ての組み合わせで含む。
【００１３】
　本発明の対象はまた、電気制御可能な光透過特性を有する複数の活性窓Ｖkと、活性窓
Ｖkの光の透過を制御するためのシステムとを含む組立体であって、制御システムが上記
の通りである、組立体である。
【００１４】
　また本発明の対象は、電気制御可能な光透過特性を有する複数の活性窓Ｖkの光の透過
を制御する方法であって、
　集合Ｘの異なる空間領域Ｘiに対して、明るさをそれぞれ表す少なくとも１つの値Ｌi＝
Ｌ（Ｘi）を与えて、集合Ｌｉが集合Ｘiと関連付けられている明るさのマッピングＬを提
供するために少なくとも１つの空間明るさセンサを使用する段階、
　明るさのマッピングＬからグレアの空間領域ＡjのマッピングＡを定義する段階、及び
、
　電気制御可能な明るさを有する空間領域ＯmのマッピングＯを使用する段階、を含んで
おり、各々の部分集合Ｏmは複数の活性窓Ｖkのうちの１つ以上と関連づけられており、
　該方法はさらに、複数の活性窓Ｖkの各々の光の透過をＡ及びＯの関数として制御する
段階、を含む方法である。
【００１５】
　特定の実施態様によれば、該方法は下記特徴、即ち
　集合Ａの部分集合Ａjは、強い明るさ、強いコントラスト、又は強い明るさ及び強いコ
ントラストを有する空間領域を表す値であること、
　強い明るさ、強いコントラスト、又は強い明るさ及び強いコントラストを有する空間領
域はそれぞれ、予め定められたか又は計算された同一の絶対基準レベルに関連して決定さ
れること、
　Ａの部分集合Ａjは、明るさを表す値が、明るさを表す予め定められた値又は計算値で
あるＬＩ以上である空間領域に対応すること、
　Ａの部分集合Ａjは、隣接空間領域との明るさを表す値の比が、コントラストを表す予
め定められた値又は計算値であるＣＩ以上である空間領域に対応すること、
　マッピングＯ及び部分集合Ｏiは、明るさが電気制御可能な活性窓の１つ以上によって
直接又は間接に制御される空間領域を表すこと、
　複数の活性窓Ｖkの各々の光の透過は、各々の空間領域Ｏmの明るさを表す値、例えば各
々の領域Ｏmのために各々の活性窓Ｖkに割り当てられた係数、に対する各々の活性窓Ｖk

の相対的な影響に関する情報の関数としても制御されること、
　情報は自動的に獲得されること、
　情報は、活性窓Ｖkのうちの複数又は全ての窓の同時且つ非同期の変化によって得られ
ること、
　非同期の変化は、時間的に異なる又はずれた所定の長さの周期で、活性窓Ｖkの光の透
過を周期的に変化させることにあること、
　活性窓Ｖkのうちの複数又は各々の窓が個別に制御されること、
　活性窓Ｖkは建造物の同一の部屋の窓であり、異なる空間領域は建造物の部屋に関係し
ていること、
　のうちの１つ以上を、個別に又は技術的に可能な全ての組み合わせで提供する。
【００１６】
　添付の図面を参照しながら、一例として提供された下記説明を読めば、本発明はよりよ
く理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は制御システムの機能概略図である。
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【図２】図２は空間格子Ｘを示す概略図である。
【図３】図３は明るさのマッピングＬである。
【図４】図４はグレアのマッピングＡである。
【図５】図５はマッピングＯである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　提示された制御システム１は、建造物の室内にいる使用者の視覚的快適性と部屋の熱調
節との両方を管理するように意図されている。
【００１９】
　部屋は、制御システム１が制御することができる、電気制御可能な光透過特性を備えた
複数の活性窓Ｖkを備えている。
【００２０】
　記載のシステム１は単一の部屋に関連しているが、しかしより一般的には、制御システ
ム１は一つの建造物の複数の部屋の照明を制御することができる。
【００２１】
　活性窓Ｖkは例えば、電源の印加に化学的に反応する電気化学的に活性な装置を含む窓
、例えばエレクトロクロム窓である。このような窓の光の透過は従って電気的に制御され
る。
【００２２】
　「光学領域」という表現は、可視領域、赤外領域、及び紫外領域を意味するものと理解
されるべきである。
【００２３】
　多くのエレクトロクロム窓が存在する。
　これらは一般に３つのカテゴリ、すなわち「全有機」又は「全ポリマー」、「混合型」
、換言すれば有機及び無機の両方、及び「全ソリッド」、換言すれば概ね全無機に分類さ
れる。
【００２４】
　米国特許第５２３９４０６号明細書及び欧州特許出願公開第０６１２８２６号明細書に
は、例えば有機エレクトロクロム装置が記載されている。
【００２５】
　欧州特許第０２５３７１３号及び同第第０６７０３４６号、同第０３８２６２３号、同
第０５１８７５４号、又は同第０５３２４０８号の各明細書には混合型エレクトロクロム
装置が記載されている。
【００２６】
　欧州特許第０８３１３６０号及び国際公開第００／０３２９０号パンフレットには全ソ
リッド・エレクトロクロム装置が記載されている。
【００２７】
　有利には、電気化学的に活性な装置は、いわゆる「全ソリッド」装置である。このよう
な装置の利点は、これが無機層を含むため耐久性を有することである。このような装置の
更なる利点は、基板の数を最小化するのを可能にすることであり、層は単一の基板上に堆
積される。
【００２８】
　とはいえ、活性窓Ｖkは必ずしもエレクトロクロムでなくてもよい。これらは一般に、
例えばガスクロム窓又は材料が電気的に加熱されるならばサーモクロム窓のような、電気
的に制御可能な光透過特性を有する活性窓である。
【００２９】
　制御システム１は、
　明るさのマッピングＬを提供するための少なくとも１つの空間明るさセンサ２と、
　複数の窓Ｖkの各々の光の透過を制御することができるプログラムが記憶されたメモリ
１２を含む制御ユニット１０と、を含む。
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【００３０】
　グレアを管理するために、空間明るさセンサ２は、集合Ｘの部分集合Ｘiを形成する異
なる空間領域に対して、明るさをそれぞれ表す少なくとも１つの値を与えること、及び従
ってＬの部分集合Ｌiが集合Ｘiと関連付けられている明るさのマッピングＬを提供するこ
とができる。
【００３１】
　なお、「値」という用語は明細書全体を通してより広い意味で理解されるべきである。
これは任意の好適なタイプの値であり得る。これは例えば単一の数値、又は例えばベクト
ル又は行列のような一連の値である。
【００３２】
　「表す」という用語は、この値が、明るさ、グレア、温度に関する情報を得るのを可能
にすることを意味するものとする。これは例えば強度の値、又は電流、電圧の値である。
【００３３】
　明るさセンサは例えばＣＣＤカメラである。これは例えば使用者の作業空間の方に向け
られる。
【００３４】
　図２は空間格子Ｘを示している。
　格子Ｘは、使用者に影響を及ぼすグレアを管理するために制御ユニットによって計算に
入れられる全ての空間を表している。
【００３５】
　例えば下記、

【数１】

　が当てはまる。
【００３６】
　格子Ｘは例えば、明るさセンサの観察ウィンドウに対応する方形輪郭を有している。こ
の方形はこの例では別々の方形Ｘｉに細分されている。
【００３７】
　変更形としては、Ｘの細分体は任意の好適なタイプを有している。細分体は例えば不均
一である。より高い密度の部分集合Ｘiが例えば特定領域に提供される。
【００３８】
　一般に細分体は例えば、Ｘiが別々であり、そして∪Ｘi＝Ｘであるように形成される。
【００３９】
　各々のＸiは例えば、カメラ２の一組の画素に対応する。
【００４０】
　領域Ｘiは例えば、観察される領域の１～１０センチメートルの辺を有する比較的広い
正方形である。
【００４１】
　明るさセンサによって提供されるマッピングＬが図３に示されている。
【００４２】
　この例では、Ｌi＝（Ｌ（Ｘi），Ｘi）であり、Ｌ（Ｘi）は空間明るさセンサ２によっ
て（例えばｌｕｘで）測定された平均明るさである。Ｌ（Ｘi）は例えば、空間領域Ｘi内
に配置されたセンサ２の各々の画素に対して得られる値を平均することにより得られる。
【００４３】
　１つの集合であるマッピングＬは集合Ｌiの組み合わせである。
【００４４】
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　なおマッピングは、これらが観察されるために意図されているのではないという意味に
おいて「仮想的」である。従ってマッピングは、マッピングされた値が空間的値と関連づ
けられている、値の表である。
【００４５】
　従って、「マッピング」という用語は、少なくとも１つの特定の値（例えば明るさの値
）が少なくとも１つの空間的値と関連づけられるような集合を意味するものと理解される
べきである。関連づけは例えば、空間的値のメモリ割り当てへのポインタによって、そし
て一般には任意の適宜のタイプの論理リンクによって行われる。
【００４６】
　制御ユニットのプログラムは、明るさのマッピングＬからグレアの空間領域Ａjのマッ
ピングＡを定義することもできる。
【００４７】
　図４は、明るさ値Ｌ（Ｘi）が予め定められた値以上であるものを集合Ｌｉから選択す
ることによって得られるマッピングＡを示している。
【００４８】
　したがって、この例では、Ａ＝｛Ｌi／Ｌ（Ｘi）＞ＬＩ｝であり、ＬＩは明るさ値であ
る。
【００４９】
　ＬＩは例えばメモリ内に記憶された予め定められた値である。ＬＩは、例えば空間格子
Ｘにおける平均明るさの関数として、制御プログラムによって計算された値であってもよ
い。
【００５０】
　集合Ａの部分集合Ａjはこのように、強い明るさを有する空間領域を表す値である。
【００５１】
　変更形としては、グレアＡのマッピングは、強いコントラスト、又は強い明るさ及び強
いコントラストを有する空間領域に対応する。
【００５２】
　強いコントラストを有する領域は例えば、領域Ｘiの明るさ値Ｌ（Ｘi）と、領域Ｘiに
隣接する１つ以上の領域Ｘjの明るさ値Ｌ（Ｘj）とを比較することによって得られる。
【００５３】
　例えば下記、
【数２】

　が当てはまり、ｄ（Ｘi，Ｘj）は領域Ｘi及びＸj間の間隔であり、そしてＣＩはコント
ラスト値である（この場合、明るさの差分値）。
【００５４】
　Ｌ（Ｘi）とＬ（Ｘj）との比較は任意の適宜のタイプのものである。これは例えば明る
さの比 Ｌ（Ｘi）／（Ｘj）であり、この比は計算され、そして明るさの差ではなくＣＩ
と比較される。
【００５５】
　ＬＩと同様に、ＣＩも例えば、メモリ内に記憶された予め定められた値である。ＬＩは
例えば、空間格子Ｘにおける平均明るさの関数として、制御プログラムによって計算され
た値であってもよい。
【００５６】
　制御プログラムは、電気制御可能な明るさを有する空間領域ＯmのマッピングＯを使用
することもでき、各々の部分集合Ｏmは、電気制御可能な光透過性を有する窓Ｖkの１つ以
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上と関連づけられる。
【００５７】
　図５はマッピングＯを示している。
【００５８】
　部分集合Ｏmは例えば、
【数３】

　によって定義され、Ｔ（Ｖk）は各々の窓Ｖkの光の透過である。
【００５９】
　部分集合Ｏiはこの事例では、各々の空間領域Ｘiに対応する。各々の部分集合Ｏiはこ
の場合、空間領域Ｘiの明るさに対する各々の窓Ｖkの影響に関連する情報を与える。
【００６０】
　しかしながら変更形としては、Ｏmが領域Ｘiにそれぞれ対応するのではなく、例えば複
数の領域Ｘiから成る集合に対応する。
【００６１】
　なお、係数（ａi）kは必ずしも定数ではなく、例えば空における太陽の位置のようなパ
ラメータの関数であってもよい。太陽の位置は例えば時計によって決定される。
【００６２】
　係数（ａi）kは予め定められてよい。単純な事例では、これらは例えば値０又は１を有
するｋ桁のベクトルであって、これらの桁のうちの１つだけが例えば値１を有するベクト
ルである。
【００６３】
　係数（ａi）kは予備較正段階において、又は窓の通常稼働中に測定されてもよい。
【００６４】
　これのために、透過は例えば、各々の窓Ｖkのために、制御ユニットによって成功裡に
変更される。
【００６５】
　各々の空間領域Ｘiの明るさの測定、及び窓Ｖkの既知の透過変化は、各々のＸiに対す
る係数ａi，kを計算して、各々の窓Ｖkに対する計算を繰り返すことを可能にする。
【００６６】
　別のより迅速な解決策は、全ての窓Ｖkの透過を同時に変化させるが、しかしこの場合
、各々の窓Ｖkに関する識別可能な異なる変化により変化させることにある。
【００６７】
　各々の窓Ｖkの透過は例えば法則、
　Ｔ（Ｖk）＝ＴＬ0　＋　ｂ.ｃｏｓ（ｗk．ｔ）
　に従って変化させられる。
【００６８】
　ＴＬ0、ｂ及びｗkは定数であり、ｔは時間であり、Ｔ（Ｖk）は窓Ｖkの光の透過であり
、定数ｗkは全て、各々の窓Ｖkに対して異なる値を有する。
【００６９】
　制御プログラムは、電気制御可能な光透過性を有する複数の窓Ｖkの各々の光の透過Ｔ
（Ｖk）を、Ａ及びＯの関数として制御することもできる。
【００７０】
　これを目的として、窓Ｖkの透過は、例えばＡが空集合になるように変更される。
【００７１】
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　この結果は例えば、時計で測定された待ち時間後に繰り返し獲得され得る。
【００７２】
　Ａが非空集合のままであるなら、複数の窓Ｖkは、例えばそれらの着色状態で全て制御
される。
【００７３】
　なお、制御システム１は、たとえグレアが優先的に好ましく管理される場合でも、室内
の温度又は室内の全般的な明るさの関数として窓の光の透過を管理するようになっていて
もよい。
【００７４】
　ＣＣＤカメラは例えば、各々の領域Ｘiの明るさを平均することによって、室内の明る
さ全体を測定するためのセンサとして働くこともできる。
【００７５】
　さらに、言うまでもなく、本システムは各タイプの１つ以上のセンサを含んでよい。
【００７６】
　存在検知センサが設けられてもよく、或いは変更形として、存在検知センサの代わりに
時計が設けられてもよい。その場合、室内での存在は予め定められた時間帯と同一視され
る。制御システム１は例えば、室内に使用者が存在するときにはグレア及び明るさを優先
的に管理し、そして使用者の不在時には温度を優先的に管理する。
【００７７】
　なお、「使用者」という用語は、建造物の部屋の使用者を意味するものと理解されるべ
きである。
【００７８】
　最後に、部屋は、例えばブラインド、カーテン、及びＬＣＤ窓のような遮光手段を備え
ていてもよく、制御システムはこれらの遮光手段を制御することができる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(11) JP 2014-503719 A 2014.2.13

【図５】



(12) JP 2014-503719 A 2014.2.13

10

20

30

40

【国際調査報告】



(13) JP 2014-503719 A 2014.2.13

10

20

30

40



(14) JP 2014-503719 A 2014.2.13

10

20

30

40



(15) JP 2014-503719 A 2014.2.13

10

20

30

40



(16) JP 2014-503719 A 2014.2.13

10

20

30

40



(17) JP 2014-503719 A 2014.2.13

10

20

30

40



(18) JP 2014-503719 A 2014.2.13

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,
UZ,VC,VN

(74)代理人  100133008
            弁理士　谷光　正晴
(72)発明者  ダビ　ニコラ
            フランス国，エフ－７５０１４　パリ，リュ　サレット　１６
Ｆターム(参考) 2E039 AB03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

